
舞 踊関係文 献 目録-昭 和52年-

*こ の目録は、昭和52年 度に発行された舞踊関係の 日本

語文献(単 行本、雑誌 ・紀要論文) を収録 したもので

ある。

*便 宜上、次の分類に従 った。

総記 ・芸術(一) ・芸術(二) ・民俗 ・教育

このうち、芸術は舞台舞踊、民俗はそれ以外の舞踊と

し、芸術(一) うは主 として日本の舞踊、(二) は 主 として

洋舞とした。

*各 項においては、単行本、雑誌の特集、雑誌 ・紀要論

文の順に配列 した。

*雑 誌 ・紀要の号数は洋数字、巻号は0-0と し、月刊

誌は0月 とした。

*こ の目録は、毎年刊行の本誌に前年度分を掲載の予定

である。遺漏 も多いと思われるので大方の御教示を願

い、補遺として次号以下に追加していきたい。

(石 井一躬) 

〈総記 〉

身体の現象学 石福恒雄 金剛出版

神霊舞踏一神々との出会い イメージの博物誌2

M・ ヴォージソ、市川雅訳 平凡社

世界の踊 り 白浜研一郎 カイガイ出版

日本舞踊辞典 郡司正勝編 東京堂出版

舞踊年鑑〔I〕1977全 日本舞踊連盟編 全日本舞踊連盟

児童舞踊七十年史 社団法人全日本児童舞踊協会

1978日 本 みんよう読本 民謡 ・民踊 日本フォークロア

協会編 桜楓社
'レクリエーシ ョソ社交ダソス レクリ・エーショソシリー

ズ9東 京都 レクリエーショソ連盟 成美堂出版

舞踊認知の意味論的研究(そ の二) 一 琉球舞踊の情報量一

金城光子 ・大城宜武 琉球大学教育学部紀要201

舞踊認知の因子分析的研究 皿一舞踊分類の試み 金城

光子 ・大城宜武 体育学研究22-21

舞踊 と世界観 山口昌男 ダソスワーク20

スペクタクルとしての舞踊 渡辺淳 同 上

シソポジウム ・舞踊学の課題1上 林澄雄 ・石福恒雄

松本千代栄 同 上

シソポジウム ・舞踊 学の課題II-舞 踊美の特質 佐藤

俊子 ・市川雅 ・浦山政雄 同 上

舞踊の表象と定義一運動表象に基 く舞踊の概念構造

上林澄雄 同 上

芸能の原型 一古態芸能の構造関連 と体系一 上林澄雄

芸能6月

文芸 と芸能のもう一つの随想1～9郡 司正勝 国文学'

4～12月

直遙の 「舞踊」という語 郡司正勝 坪内遣遙研究資料7

沈思する舞踊にっいて一パァレリーの舞踏論を手がか り

に 遠山立 詩の世界10月

動きの世界1～3若 松美黄 女子体育10～12月

稽古を始める前に 石井清子 女子体育12月

舞踊年表 如月青子 芸能1～12月

〈芸術(一) 〉

能 と狂言 金井清光 明治書院

武原はん写真集 清水三郎 求龍堂

日本舞踊全集1日 本舞踊社編 響日本舞踊社

鹿のかげ筆 花柳芳兵衛 白川書院

柳緑花紅 花柳寿輔 善本社

鯉三郎百話 西川鯉三郎 中日新聞社

七世坂東三津五郎舞踊芸話 利倉幸一編著 演劇出版社

特集 ・世阿彌〈能の美学〉 解釈と鑑賞2月

特集 ・老松 観世1・2月

特集 ・吉野天人 観世3・4月

特集 ・当麻 観世6月

特集 ・薪能 観世7。8月

特集 ・俊寛 観世9・10月

特集 ・船橋 観世11・12月

かぶき舞踊まで28～31郡 司正勝 日本舞騨3・9・11

・12月

舞 と擁 目代清 ダソス・ワーク20

吉志舞と阿部氏 大橋信彌 芸能史研究57

多聞院文書の神楽史料 渡辺伸夫 民俗と歴史4

舞楽楽曲の伝承話と 「還城楽物語」の成立 麻原美子

芸能7月

舞楽二分法の形成 井浦芳信 『芸能と文学 』笠間書院

能の基本型(仕 舞) の運動形態学的研究(そ の一、序論) 

那須高之助 東京女子体育大学紀要12

式三番考 後藤淑 金剛98

幽玄序説一世阿彌 「幽玄」再考一 味方健 立命館文学

379-x-381

「班女」余響 徳江元正 国語と国文学7月

薪猿楽の変選 表章 観世7・8月

観阿彌活躍直前の猿楽能一白人演能資料を中心として一

井浦芳信 語文論叢5

続薪能見聞記 小林健二 芸能7月

武江年表 と能楽 古川久 宝生5～7月 一

狂言の舞歌の変遷 一その機能をめぐって一 伊藤茂

語文33

「老松」考 一付 ・飛梅 ・追松のこと一 堀口康生 観世

1月

作品研究 「吉野天人」 西野春雄 観世3月

作品研究 「俊寛」 島津忠夫 観世10月

作品研究 「船橋」 小田幸子 観世11月

養老 とその周辺 鳥居明雄 ・佐藤健一郎 宝生1～3月

采女とその周辺 鳥居明雄 ・佐藤健一郎 宝生4～6月

生田敦盛とその周辺 鳥居明雄 ・佐藤健一郎 宝生7～

9月

紅葉狩 とその周辺 鳥居明雄 ・佐藤健一郎 宝生10～12

14



月

女舞考 一宮川長春筆 「風俗図巻」を中心に一 諏訪春雄

国語国文論集6

彌之助踊考一奴踊と小坊主と一 板谷徹 芸能史研究56

初 期変化物の形成 とか らくり・手妻の影響 板谷徹 近

世文芸研究と評論12

舞踊名言集成7～18郡 司正勝 邦楽と舞鋪1～12月

幕末嘉永七年のおどりの譜一『妓楽踏舞譜 』について一

丸茂美恵子 舞踊研究4

「舞踊の技術」の序説 として1～2目 代清 舞踊研究

1～2

振付の美学 花柳芳次郎 舞踊研究1～4

舞の系譜(一)～ に)垣 田昭 舞踊研究3～4

舞踊曲を聞きなおす6～17上 林澄雄 邦楽と舞蹴1～

12月

舞踊参考室 日本舞踊

四季三葉草 松本亀松1月

梅の栄 新谷誠太郎2月

君が代松竹梅 新谷誠太郎3月

す り鉢 ・閨の扇 新谷誠太郎4月

地唄山姥 新谷誠太郎5月

水仙丹前 新谷誠太郎6月

高野物狂 長田午狂7・8月.

地 唄黒髪 長田午狂9再

菊の栄 長田午狂10肩

古道成寺 長田午狂11月

鞍 馬山(上)松 本亀松12月

踊の心 邦楽と舞踊

夕月船頭 目代清7～9月

保名 西形節子.10～12月

諸流の今と昔 江口博 日本舞踊

水木流1～3月

正派若柳流5～7月

花柳寿楽芸話1～5日 本舞踊9～12月

日本舞踊手法講座30～41猿 若清方 目本舞踊1～12月

日本舞踊の基本練習7M8花 柳千代 邦楽と舞踊1～12

月

〈芸 術(二)〉

ボ リショイ ・バ レエの技法A・Xセ レール 中本信幸

訳 西田書店

栄光のパ レリーナーアソナ ・パヴσヴァ 小倉重夫 富

山房

イサ ドラ ・ダソカソー続わが生涯1・ ダンカソ 小倉

重夫訳 富山房

イサ ドラ ・ダソカソー芸術 と回想S・ チ ェニー 小倉

重夫訳編 富山房

ニジソスキーの芸術G・ ウィグトウォース 馬場二郎訳

現代思潮社

その後のニジソスキーR・ ニジソスキー 市川雅訳

現代思潮社

モ ダ ソ ・ダ ソス の シ ステ ムV・ ブ レス トン 松本 千 代

栄 訳 大修館

モ ダ ソ ・ダ ソス 出航 日下 四 郎 木耳社

バ レエ と私 の 戦 後 史 小牧 正 英 毎 日新聞社

特 集 ・舞 踏 一身 体 空 間 と して の 言語 現代詩手 帖4月

特 集 ・舞 踏 一魂 の枢 一 新劇8月

モ ダ ソ ・ダ ソ ス の定 義 に関 す る研 究 片岡康子 ダ ンス ・

ワーク20

舞 踏 と象 形 文 字 一マ ラル メ の バ レエ論 の こ とな ど一 渡

辺守 章 学燈2月

シ ソボ ル とし ての 舞 踊 一肉 体 の イメ ージ 、 ス テ ップ 、構

造 につ い て 市 川 雅 女子体育6月

デ ィアギ レフ ・バ レエ ー1909～1914(一)～(三)佐 藤俊 子

芸能2～4月

モ ダ ソダ ンス技 法 の 変 遷 一 自然 さ と肉体 の 自由 を求 め て,

一 片 岡 康 子 女子体育2月

動 きで さ ぐ る舞 踊 の 歴 史 女子体育4～12月

1原 始 の 舞 踊 片 岡 康 子

2古 代の 舞 踊"

3中 世 の舞 踊 〃

4官 廷 バ レエ 伊 藤 洋

5ロ マ ンテ ィ ック ・バ レエ 久保 正 士

6世 俗 バ レー エ ソバ イヤ 劇 場 に つ いて 市 川 雅

7デ ィアギ レ フ ・バ レエ概観 一1909か ら1929ま で 一

佐 藤俊 子

8デ ィア ギ レ フ以 後1一 体 験 的 バ レエ 小史 一 川 路 明

舞 踊 の病 い と死 期 豆 一芦 川 洋 子 の闇 と光 、あ る いは 、 舞

踊 師 の 筆 中村 文 昭 ダソス・ ワー ク19

舞 踊 の 病 い と死 期1紅一 武 内靖 彦 独 舞 公 演 ・闇 の透 視 法 の

法 則 中村 文 昭 ダ ソス・ワー ク20

見 る こ と見 られ る こ との 自 由 に つ い て ポ ス トモ ダ ソ ダ

ンス の起 点 荻 生泰 治 ダソス・ ワー ク19

日本 の 舞 姫物 語 ・大 原永 子 富 田真 介 ダソス ・ワーク

19

日本 の 舞姫 物 語 ・森 下洋 子 富 田真 介 ダ ソス ・ワーク

20

現 代舞 踊 作家 論12・ 昭和50年 代の 若松 美 黄 上 林澄 雄

ダ ソス ・ワーク20

現 代舞 踊 作家 論 ・川 村 浪 子 堀 切 叙 子 ダ ソス ・ワーク

21

前 期の 創 作 バ レエ 江 口博 ダ ソ ス ・ワー ク21

体 質 的欠 陥 を 乗 り越 えて な お 名 作の み ら れ る創 作 バ レエ

久 保 正 士 ダンス ・ワーク21

日本 の 創 作 バ レエ ・1960よ り現 代 ま で 桜 井 勤 ダ ソス

・ワーク21

日本バ レエ 界 最 近 の現 状 と未来 一新 しい動 きを 追 って

一 高 柳守 雄 音楽 の友10月

病 め る 舞 姫1～8土 方 巽 新劇4～10・12月

私 の 自叙 伝4～6江 口隆 哉 ダソス ・ワー ク19～21

畑 中 稔 小論 、プ ロセ ス ・テ ーズ 江 口正 彦 ダ ソス ・

15



ワーク19

〈民俗〉

祭りの情念 三隅治雄 三一書房

日本民謡大観九州篇(北 部) 日本放送協会 日本放送

出版協会

兵庫県民俗芸能誌 喜多慶治 錦正社

とやまの民俗芸能 伊藤曙賢 北日本新聞社出版部

ふくしまの民俗芸能 懸田弘訓 福島中央テレビ

藻城の芸能史 茨城文化団体連合 ・茨城県教育委員会編

茨城文化団体連合

かながわの祭 と芸能 永田衡吉 神奈川合同出版

神がかり 萩原秀三郎 国書刊行会

獅子の平野 吉田智一 同 上

花祭り 芳賀日出男 同 上

丹後の笹ばやし調査報告書 京都府教育委員会編 大文

字書林

特集 ・民俗芸能 文学3月

特集 ・ささら踊 と七夕行事 かながわの民俗芸能22

特 集 ・盆 ・御霊まつ り一ふるさとの盆踊り一 椎人間讃

歌五周年記念別冊号

民踊の分析から得るもの 富士波雄三 ダソス ・ワーク20

民俗芸能研究の歴史 三隅治雄 文学3月

民謡研究の途の多様化 町田佳聲 同 上

無形の民俗文化財の選択 文化庁文化財保護部 月刊文

化財1月

獅子舞再考一国立劇場民俗芸能公演に因んで一 西角井

正大 芸能5月

獅子舞いの系譜 芳賀 日出男 民族学1

奉納芸と余興芸 一地方定着の大神楽一 中村茂子 芸能

の科学8

神楽舞による荒神鎮め 高木啓夫 土佐民俗29

石西地方神楽考 渡辺友千代 郷土石見4

岐阜県石徹白の巫女舞 後藤淑 芸能1月

『山伏神楽 』前後 本田安次 芸能11月

北辰祭祀としての伊勢大神楽試論 吉野裕子 芸能12月

「花祭」の実相 と変化一花祭研究(一) 一 宇野正人 国

学院大学日本文化研究所紀要39

富山県宇奈月町法福寺稚児舞文献 伊藤曙賢 芸能史研

究56

長滝の修正延年について 久野寿彦 岐阜大学教育学部研

究報告・人文科学第25巻

能の発生一巫女舞から能ヘー 本田安次、文学3月

儀式からまつりヘー黒川能ノートー 真壁仁 文学3月

幸若舞と淡路人形浄瑠璃 高橋秀雄 月刊文化財2月

岩井の花取踊 り一高岡郡窪川町興津一 神尾健一 土佐

民俗27

まつ りとおどり一阿波の風流の一考察 檜瑛司 まつり

通信198

念 仏踊りと盆踊 り 田中義弘 まつり通信198

九鹿のざんざか踊 ・道 しるべ 喜多慶治 まつり通信200

太鼓打芸を考える 西角井正大 芸能9月

健在なり野北中村の虎踊 熊谷肇 かながわの民俗芸能

21

踊念仏と風流 五来重 文学3月

盆に踊る一夏の民俗芸能 高橋秀雄 季刊邦楽12

民俗演劇論一万作芸をめぐって一 西角井正大 文学3. 

月

沖縄の祭 りと芸能1当 間一郎 歴史公論11月

男芸 と女芸一沖縄における舞踊技法の展開一 三隅治雄

芸能の科学8

能 と組踊の間一 「羽衣」と 「銘苅子」一 田畑博子 沖

縄文化48

能 と組踊 との比較試論 一 「道成寺」と 「執心鐘 入」一

荒川さち子 沖縄文化48

沖縄の踊 りの表現特質に関する研究(2) 一古典舞踊 「諸

屯」について一 金城光子 琉球大学教育学部紀要20

沖縄の踊 り(2) 古典舞踊 「諸屯」一舞踊譜の体系化をめ

ざして一金城光子 琉球大学教育学部紀要20

南島の生産叙事歌をめ ぐって一歌譜 ・歌謡 ・芸能一 小

野重朗 文学3月

沖縄の民俗芸能の特質 当間一郎 文学3月

芝居 と民衆一沖縄芝居を支えるもの 船越義彰 文学3月

〈資料〉 「包丁者狂言」「へ重山諸島の琉球狂言 永積

安明 ・宮良安彦 文学3月

〈教育〉

舞踊用語に関する研究一創作舞踊の構成用語を中心 とし

て 松本千代栄 ・山田敦子 ・辻元早苗 ダソス ・ワーク

20

言語 と舞踊表現 松本千代栄 ・川 口千代 ・島内敏子 ・柴

真理子 ダソス・ワーク20

心拍数からみたダソスの作業強度 高橋美智子 女子体

. 育8月

創作ダンスのイメージに関する一考察 田能村芳香 日

本女子体育大学紀要7

舞踊における表現性と性格特性との関係(1) 一ポ ーズに

見られる性格特性 斎藤千代子 静岡大学教育学部研究

報告・自然科学篇27

学校教育における舞踊の研究一学校 ダソスの実態と問題

点 吉田芳枝 山口大学教育学部研究論叢・第3部26

集団の凝集度がダソスの創作に及ぼす影響について 林

悦子他 武庫川女子大学紀要・体育学編24

今後の舞踊教育に望む 近藤英男 女子体育2月

舞踊教育の比較研究一在外研究の報告から 松本千代栄

女子体育3月

学校におけるダソス指導(1) 小学校低学年 坂元照 女子

体育8月

学校におけるダソス指導(2) 小学校高学年 伊藤佐江子

女子体育9月
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ダ ソスの指導について 井上都美子 女子体育11月

楽しい創作ダンスのための学習課題の設定 石黒節子

 体育科教育2月

創作ダンスの学習指導一模倣から創造への過程 川 口千

 代 体育科教育5月

幼児の リズム運動をめぐって 神戸幼児のダンス研究グ

 ループ 女子体育2月

東京都八丈島末吉小学校の実践記録一12菊 地浄 体育

 科教科6月

運動のイメージをどうやって育てるか 芙 二三枝子 女

 子体育1月

 外国の舞踊書か ら
*舞 踊 専 門 の 外 国 雑 誌pance Magazine, Dance & Dancers, 

Dancing Times, Viltis, Polu la Danseの 新 書 紹 介 欄 に

取 り挙 げ られ た1977年 刊 行 の 舞 踊 関 係 の 単 行 本 の なか

か ら、 重 要 と思 われ る もの を 、 紹介の抄訳 とともに掲 げる, 

 (山 田敦 子 ・板 谷 徹) 

 THE CONCISE OXFORD DICTIONARY OF B. ALLBT, 

By Horst Koegler, 583PP. New York, Oxford Uhi-

vercity Press, 1977

 この 辞 書 は 、 実 用 的 で確 か な道 具 とな る よ うに つ く ら

られて いる。挿絵 は1図 もな く、5000以 上の 事項 が掲 げられ て

いる。(Anatole ChujoyとP. WManches terの 編 集 した、ダ

ソス ・エ ソサイ クロデ ィア第2版 と比べ る とい くらか 少 ないが

G. B. L。Wilsonの バ レエ 事 典 は、約4000の 事 項である。) 

 この 辞 書 の 特 徴 は 、 ニ コ ラ イ ・フ ォ レ(ソ 連 の アパソ・

ギ ャル ドの 振 付 家) に 関す る事 項 、 図 書 目録 の 漸新 さ等

に あ ると 思 わ れ る。

 TH8 NATURE OF DANCE: An Anthropological

 Perspective, By Roderyk Lante, 

Macdonald&Evans, L td. 

Langeは 、 あ らや る文 化 や 異 った 哲学 の 中 に あ らわ れ

る ダ ンス を 、生 物 学 的 な 必 要 性 の観 点 か ら、研 究 を す す

め て い る。

 この 著 の 中 で 二 つ の重 要 な 章 は 、 「動 きが い つ ダ ソス

に な るか?」 と 「ダ ソ ス が芸 術 に な る 」で あ る。

 Langeは 現 代 の 精 神 医 学 が ダ ソス の 治療 的 側 面(解 放 、

エ ネ ルギ ー の集 中 、 病 を いや す) を充 分 に探 求 して い な

い こ とを指 摘 して い る 。

 DANCE HERITAGE FOCUS ON DANCE: VIII Pllb-

lished by theAmerican Alliante for Health, 

Physical Educat(on and Recreation 1201-16 th

st. NIW. Washington D. C. 20036

Drs. E. Carmel Imel and Gwen K. Smith 編

 こ の巻 に は 、 舞踊 の 各 分 野 に おけ る卓 越 した人 々によつ

て著 わ され て い る 、舞 踊 の あ らゆ る側 面 に っ い て が 含 ま

れ て い る。

 Ann Barzel, Leona Holbrook, Marian Van Tllyl, 

Margaret H'Dollbler, Hanya Holm BellaLewitzky

等 の20人 の執 筆 者 の各 々 が、 各 種 の 舞 踊 の 形態 につ い

て 、注 目す べ き論 説及 諸 課 題 を 述 べ て い る。

 KNOWING IN HY BONES, By Ruth Floster, A &

CBlack, London, 131pp, 

 Ruth Fosterは 、 そ の 著 に つ い て 、 「動 きの雰 囲 気 、

動 きの 表 現 的 特 質 、そ し て、動 きの ひ きお こす 内 的 感 情

につ い ての 調 査 で あ る。 」 と述 べ て い る。Fosterと 俳優

舞 踊 家 、 演 出 家 、 教 師 、 学生 達 との 、動 き、 ス ポ ー ツ、

舞 踊 、 演 劇 、 学 校 に お け る舞 踊 につ い ての 会 話 は 、 自己

表 現 と自己 同 一性 の 発展 の 為 に 、動 きの 果 た す 役割 に つ

い てを 明 らか にす る こ とを 努め て い る。

 DANCE AS A THgATRS ART, By Selwa Jeanne

Cohen, Dance Books

 Cohen博 士 の こ の著 で は 、1581年 か ら現 在 に至 る まで

の 舞踊 の 歴 史 を 読 み とる こ とが で き る。 そ の 中 に は 、

1582年 のパ リにお け る 、バ レエ ・コ ミ ック 、 ドゥ ・ラ・

レー ヌの 解 釈 、Weaver, Noverre, Bollrnenville

GautieちPetipa, Dmcanの 著 作 か らの 抜粋 、そ して 、

今 日の 舞 踊 家 のClmnighamやMeredith Monkま で が 含

まれ てい る。

A MANUAL OF THE THSORY AND PRACTICE OF

CLASSICAL . THEATRICAL DANCING, Cecchetti

Method ByCyrilW. Beaumont&Stanislas

Idzikowski, Imperial Society of Teachers of

Dancing

 我 々の 間 で 「聖 書 」 と し て親 しまれ て い る、 この 手 引

書 の 再 版 が っ い に 出 た 。 原版 の絵 を 、Lesley Colliel

と、Mark Silverの 写真 に換 え て い る。

 この 本 は 、ダ ンス の手 引書 の 中で 歴 史 的 な 位 置 を 占め

る もの で あ り、Rlldolph Schwadeに よる原 版 の 挿絵 を そ

っ く りそ の ま ま に再 版 す べ きで あ る。 この 非 常 に価値 の

あ る練 習法 で培 かわ れ る 力 強 さや 強 靭 さに つ い て が 、写

真 では 正 確 に 伝達 され え な いか らで あ る。

 FREDERICK ASHTQN AND HIS BALLETS By

David Vaughan, New York, Alfred A. Knopf. 

522pp, S25. 00

 AshtonはVa11ghanか ら、 価値 あ る本 を 送 られ た 。 こ

の ことは 、両 者 へ の 賛 辞 で あ る。 この本 は(本 文522ペ ー

ジ、 さ し絵406ペ ー ジ、 そ して、か な りの量 め付録 か ら

な っ てい る。) Ashtonの 作 品を わ か りや す く評 価 し てお

り、彼 の 私 生 活 につ いて は 多 くを 語 っ て い ない 。

 Vallghanは 、最 後 の分 析 の 中で 、Ashtonの 振付を、つ

ま り、 完 全に 独 立 した イ マ ジネ ー シ ョン と、 ダ ソサ ーへ

の 依存 度 を 娘説 明 す る"こ とは 不 可 能 な こ とで あ る と、
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述 べ てい る。

Beaute de la Danse Par Gi lberte cournand

aux Edltions Gallthier Languereau

 この書は 、舞踊 の理 論 的な歴史 ではな く、舞 踊 の多 様 な表現

と変容 を明 らか に す る図 版 や 未 紹 介 の原 資 料 と 、時 とと

もに 忘れ さ られ た舞 踊 芸 術 の宗 教 的 ・神 秘 的 ・美 的 ・社

会的 価 値 と を結 び 合 わ せ よ う とす る もので あ る と・著者 は

そ の意 図 を述 べて い る。

 伝 記 や技 法 や挿 話 な ど を脚注 と し、豊 富 な 図版 を取 り

入 れた 、 資料 の適 確 な 選択 が 、 本 書 の価 値 を高 い も の に

してい るo

Ballet et Danse Moderne aux Edinons Ferrand

Nathan

 こ の 本 は 、 モ ダ ソ ・ダ ンス 全体 を記 述 しよ う とす る

ので はな く 、最 近 数 年 間 に お け る、 イ ギ リス の ロイヤル ・

バ レエ、ボ リショイ ・バ レエな どの伝統的 な活動、またMartha

Graham、Merce Clmningham、Paul Taylorの 集 団

な どの よ うに現 代 的 な活 動 をす る世 界 の 主 要 な グル ー プ

を扱 った もの で あ る。

 本 書 の執 筆 陣 は、Rudl Van Dantzlg、Mallrlce

Bejart、Lincoln Knstein、Nadia Nerina、 John

Lanchberyほ か の専 門 家 達 で あ る。

Le Ballet de l'Opera de Paris Par Ivor

GueSt dite par le Theatre de l'operaet

dlffuse par FIlammarion

 わ が国 の 演 劇 を支 持 し、1661年 のLoulsXIVの パ リオ

ペ ラ座 創 立 以来 支 援 した 人 々 に とっ て待 望 の 書 で あ る。

 国際 的声望のある舞踊 批 評家 かつ 歴史家 の著者Ivor(湘est

は、10章 の 本 文 で 、偉 大 な 舞踊 作 家 ・魅力 的 な 代表作に

よ っ て3世 紀 間 の舞 踊 ・装 置 ・衣裳 の進 歩 を彩 ど る。

 本 書 は また、 オ ペ ラ座 に か け られ たパ レェ の 演 目、舞

踊 家 ・バ レェ教 師 ・招 かれ た 芸 術 家 な どの資 料 を含 み 、

豊 富 な 図版 も添 え られ てい る 。

LaDanse Modeme-d'lsadora Duncan a,

TIWla Tharp Par Jacques Baril auxEditlons Vigot

 この書 は 、 フ ラン ス にお い もモ ダ ン ・ダ ンス に つ いて

の総 合 的 な研 究 書を も ちた い とい う要 望 に応 えた もので

あ る。

 著 者 は5つ の テ ー マ に つ い て、舞 踊 作 家 の 伝 記 ・技 法

様 式 の 分析 ・舞 踊 法 ・代 表 作 ・創 造 の 基 盤 を述 べ る。

 一Isadora Duncan, Lole Fullerな ど第1世 代 の

 ア メ リカ の先 駆 者 。

 一Martha Graham, Dorls Humphreyな ど ア メ
  ノ

 リカ に おけ るモ ダ ソ ・ダ ン ス の創 始 者 、 Jose

 Limon、Lester Hortonな ど他 の シ ステ ムの 創 始

 者 、Jane Dudly、 Sophie Maslowな ど の独 立 した

 舞 踊作 家 。

 一Merce Cunningham.Paul Taylor. Alwin

 Nicolalsな ど第3世 代 の 舞踊 作 家 。

 ーヨー ロ ノパ にお け る モダ ン ・ダ ン スの失 駆 者 と シス

 テ ムの 創始 者 。

 一 フラ ン ス、 ス ウ ユー デ ン 、 イギ リス な ど他 国 へ のモ

 ダ ソ ・ダ ンス の 移 植 。

Anatomie appliquge a la Danse Par Georgette

Bordler aux Editions Amphora

 舞踊 教 師 や 舞輔 家 に推 薦 され るべ き この 本 で 、舞 踊 の

技 法 と解 剖 学 の知 識 を有効 に利 用 して 、著者 は、 筋 肉 ・

腱 ・関節 の 働 き ・反 応 ・相 互 作 用 を科 学的 に解 明 す る 。

 純 粋 に学 術的 な方 法 で 、著 者 は こ の困 難な テ ー マ にお

いて 、芸 術 と美 の誕 生 をわ れ わ れ に垣 間 み させて くれる。

Expression corporelle-langage du silence

par Claude Pujade-Renaud anx Editions ESF

 身体 的 表 現 が しば しば 誤 解 され て い る こ とが本 書 の動

機 とな っ て い る。 自身 の経 験 を踏 ま えて 、著 者 は、演 劇 ・

マ イ ム ・舞 踊 に お け る身体 的 表 現 を対 照 させ る。 舞 踊 に

つ いて の 分 析 は と りわ け興 味深 く、Martha Graham

やMerce Cunnlnghamの よ うな偉 大 な舞踊 作 家 が創

り上 げ た理 論 か ら出 発 して 、現 代 パ レェ が古 典 パ レェに

比 して 、 い か に感 情 の表 現 よ り身 体 の再 発 見 に 向 うか 、

また現代 パ レェ が動 きの根 源 へ の回 帰 に向 い 、情 報 の 伝

達 で は な く感 覚 へ の直 接 の 働 きか け をな すか を著 者 は 問

うて い る 。
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